育成会だより原稿

今号の「振り返り」というテーマに合っているのかどうか判りませんが、最近個人的に感じていることを簡単にまとめたいと思います。
[bookmark: _GoBack]障がい者福祉に関わる人はみなさんご存知の、「この子らを世の光に」やびわこ学園や近江学園設立に関わられた糸賀一雄氏は知的な障害のある人に係る発達保障という点においても偉大な功績を残された方です。その糸賀氏は、一時期、当時の西欧的先進国におけるコロニーに対して、積極的な評価をなされた時期もあります。コロニーについては、2004年当時の宮城県知事が大規模施設の廃止宣言をされたことが大きな反響を生じて以来、少なくとも、現在は、国においては積極的な評価なされていないように思います。特に最近は、大規模施設ではなく、地域移行という施策が顕著であることは明確です。
また、1952年に設立された精神薄弱児育成会においては、翌年国により策定された「精神薄弱児対策基本要綱」に定められた現在では考えられない社会防衛的施策について、これに同調しています。
さて、「振り返り」という今号のテーマにおいて、ごく簡単に上記2件の事柄を記しましたのは、各々その当時としては、糸賀一雄氏や精神薄弱児育成会もっと広く言えば我々の社会にとって少なくとも否定すべきあるいは反対の内容ではなかったということです。一方、現在の私たちにとっては、上記の2つの内容についてはいろんな選択肢との関係があっても少なくとも否定すべき内容を含むものだと思われます。
過去の出来事についてあの時期このようなことがあったとか、誰それがこのようなことをしたとかの「振り返り」があってもそれはそれでよいとは思いますが、いかなる場面においても選択する役割(責任)を持つ場面では、困難なことではあろうと思いますが、少し長い時間を判断の基礎とできる姿勢でありたいと思います。そのためには糸賀氏が唱えられていた「不断の努力」が求められます。
その一つの方法として、「振り返り」を単に過去の出来事の振り返りで終わらせず、次の時代、次のチャンス、あるいは次のピンチのために生かしていくことが必要であろうかと思います。

